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現金収入又は現金支出

商品・サービスの
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現金収入又は現金支出

支払方法による家計簿の入力の違いについて
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・家計簿は、商品・サービスを購入した日に入力します。 
・プリペイド方式の電子マネーにチャージを行った日にも家計簿の入力をお願いします。 
・クレジットカードやポストペイ方式の電子マネー、プリペイド方式の電子マネーのオートチャージなど、代金の後払いが生じるものは、
  その返済を行った日にも家計簿の入力を行ってください。なお、電子マネーにより支払い方式を選択できる場合がありますので、実際の 
  支払い方式にしたがって入力してください。
・すべて「支出」欄に入力してください。

具体的な利用内容の入力例

オートチャージやクレジットカードによるチャージをした場合、「支出 (現
金以外 )」ボタンを押します。

1

現金でチャージした場合、
「支出 ( 現金 )」ボタンを
押します。

1

「内容 ( 購入商品の品名・
料金名 )」欄に電子マネー
の名称、「金額」欄にチャー
ジ金額を入力します。

2

「内容 ( 購入商品の品名・料金名 )」欄にチャージの方法と電子マネーの
名称、「金額」欄にチャージ金額を入力します。

2

携帯電話やスマートフォンなどから、有料のアプリをダウンロードしたり、
洋服や日用品などを購入した場合、それぞれ入力します。

1

携帯電話やスマートフォンなどの機器代金を、月々の携帯電話料金と合
わせて分割払いで支払う場合、分割前の購入金額を入力します。

2

後日、口座から携帯電話料金が引き落とされた日に、内数として、「有料
コンテンツ利用料」、「有料コンテンツ利用料以外の買い物代等」、「機器
代金支払い分」に分けて入力します。

3

「支払い方法」は「クレジット掛買い・月賦」を選択します。3

ＱＲコード等による決済で使用する残高にチャージした場合、チャージ時に選
択した支払方法に応じた選択肢 ( 例 : クレジットカード又は携帯電話料金等か
らまとめて支払う場合は「クレジット掛買い、月賦」、口座から即時に引き落と
される場合は「デビットカード」等 )を選択します。
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①電子マネーにチャージ（入金・積み増し）をした場合

②購入した商品などの代金が後日、携帯電話料金と合わせて支払われる場合
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「収入」ボタンを押します。1

2 「内容（現金収入等の種類・内訳）」欄に交換の内容を入力します。

3 「収入の種類」欄のプルダウンで該当するものを選択します。

③ポイントを電子マネーや商品券に交換した場合

④ポイントカード、クーポン券などと現金を併用した場合

「支出（現金）」ボタンを押します。
商品の実際の代金（値引き前の金額）を入力します。

1

ポイントやクーポン使用分は「収入」ボタンを押し、「内容（現金
収入等の種類・内訳）」欄に「ポイント使用」や「クーポン券使用」
などと入力、その金額を「金額」欄に入力します（ポイントのみで
購入した場合も同様に入力します）。

2

⑤ポイントカード、クーポン券などとクレジットカードを併用した場合

商品の実際の代金（値引き前の金額）を「支出（現金以外）」ボタ
ンを押し、入力します。

1

ポイント使用分は、「収入」ボタンを押し、何の商品に対するもの
か「内容（現金収入等の種類・内訳）」欄に入力、その金額を「金額」
欄に入力します。

2

3 「収入の種類」欄のプルダウンで「ポイントの使用・換金」を選択し
  ます。
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購入できる用品が限定されている図書カードやお米券などは、購入した時点で使用したものとみなし、使用時は家計簿への入力は
不要です。

⑥商品券やプリペイドカードなどを購入した場合

使用目的（贈答用など）を「用途」欄のプルダウンから選択します。1

1 使用した金額を入力します。

差額を現金で支払った場合は、「支出（現金）」ボタンを押し、どの
商品の差額分であるか及び「商品券不足分」等を「内容（購入商
品の品名・料金名）」欄に入力し、その金額を「金額」欄に入力します。

2

現金で受け取ったお釣りについては、「収入」ボタンを押します。
どの商品のお釣りであるかを「内容（購入商品の品名・料金名）」
欄に入力、その金額を「金額」欄に入力します。

3

⑦購入できる商品が限定されない商品券やプリペイドカードなどを使用した場合
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⑦購入できる商品が限定されない商品券やプリペイドカードなどを使用した場合
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外食、出前、宅配、飲食店からの持ち帰りかを「内容（購入商品
の品名・料金名）」欄に具体的に入力します。

1

来客者用（一緒に住んでいない親類や家族を含む）の食事として
注文した出前や宅配などの場合は「用途」欄のプルダウンから「そ
の他 (自由入力）」を選択し、「来客用」と入力します。

2

飲食店などで、自分以外の人の分も支払った場合は、人数を入力します。3

立て替えている場合、「用途」欄のプルダウンから「その他 (自由入力）」を選択し、「立替分」とし、誰の分かも入力します。4
立替金が戻ってきた場合は、「収入」ボタンを押し、入力します。5
外でお酒を伴う食事をした場合は、料理（つまみやコース料理）とお酒に分けて「内容（購入商品の品名・料金名）」欄に
入力します。

6

内訳が不明の場合は、「飲み会（外食）」などとまとめて入力してもかまいません。7

⑧外食などをした場合（出前・宅配・テイクアウトなどを含む）

1
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入力例
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⑨病院関係の支払をした場合

診療代、入院費、検診料の区別がわかるように入力します。1
診療代は、歯科とそれ以外を区別し、薬代を分けて入力します。2
入院費は、誰の分で、入院の期間を入力します。3

⑩市価に比べて著しく安く購入した場合

価格が安い理由を入力します。1

⑪旅行・レジャーに関する支払をした場合

「旅行費用」とまとめて入力せず、内訳がわかるように入力します。1
パック旅行は、「内容（購入商品の品名・料金名）」欄に国内か海
外かを分けて入力します。

2

離れて住んでいる人の分を支払った場合、誰の分で、その人数も
入力します。

3

1
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